
お城山ルネサンス事業
～富士の麓の小さな城下町～

都留市役所産業建設部産業課
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お城山の現状

お城山の現状

■無秩序な植樹により進行する景観の悪化

■森林の手入れ不足による林床の藪化

■時間の経過とともに風化が進む勝山城遺構

■整備不足により埋もれてしまった文化遺産

■有害動物（サル）による地域内農林産物への被害拡大

埋もれた旧登城道 竹藪化した内堀 崩れた山肌

風景を遮る植林



お城山のポテンシャル
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勝山城跡の保全とつる観光とのマッチング

①お城山（勝山城跡）と市街地（谷村城下町）、都留アルプス（のろし台～長安寺山）が狭いエリアに密集

②山城ブーム×遺構の残る勝山城跡

③歴史上の人物にスポットをあてた観光（歴女×浅野・秋元）

④桜、富士山、自生する草花（カワラナデシコ、アザミ、ヤマユリ、アヤメ、アラカシ）

⑤体験型観光のフィールド（森林体験、森林整備体験、自然体験、歴史探検）

⑥谷村の景色と富士急行線のコラボ
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【事業①】かつてのお城山への復興～森林整備・文化財保護～

森林施業

■ 雑木等の下刈り

■ 侵入竹の除伐

■ 伐採

事業実施体制

・産業課（施業に関する業務委託⇒南都留森林組合）

・生涯学習課（文化財保護の観点からの県との連携）

・都留市郷土研究会（施業の際の文化財保護アドバイス）

・川棚自治会（事業実施の際の地権者との合意形成協力）

長い年月が経過する中、荒廃が進み、お城山山体の歴史的景観が失われつつある。
しかし、むやみな伐採は、山へのダメージが大きく、文化財にも影響を与えかねないため、

バランスを取りながら施業を実施する。

令和２年度中：森林施業を実施（帯曲輪から上部が見える状態へ）

昭和35年 昭和50年台後半 令和2年

施業箇所
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【事業②】旧アクセス道の復元～森林整備・林業の担い手育成～

森林施業

■ 雑木等の下刈り

■ 侵入竹の除伐

■ ルート整備

森の学校

林業の担い手育成事

業として、令和元年

度から開校。1年間

の林業講座。

現在の登山道（左図青ルートのうち川棚見張台まで）は、大
正時代の山城整備ブームの際に付けられた道と推測される。
現在、雑木に埋もれ通行することが困難となっている浅野時

代、秋元時代に使用していたアクセス道（左図赤ルート）を復
元し、新たな観光資源として活用する。
本事業は、お城山を森林環境譲与税を活用した林業の担い手

事業のひとつ「森の学校」の活動フィールドとして活用し、施
業を実施する。

令和２年度：山際から内堀まで整備（「森の学校」特別講義）
令和３年度以降：内堀及び内堀際ルート整備（予定）

事業実施体制

・産業課（「森の学校」業務委託⇒南都留森林組合）

・生涯学習課（文化財保護の観点からの県との連携）

・都留市郷土研究会（旧アクセス道の場所の特定）

・川棚自治会（事業実施の際の地権者との合意形成協力）
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【事業③】歴史的価値の発信と共有～歴史文化保護・観光振興～

魅せる文化財へ

■ 勝山城跡発掘調査報告書の活用

■ ミュージアム都留との連携

■ 歴史ファンへの発信

■ 歴史価値共有

■ ARの活用

■ 自然と歴史の融合

事業実施体制

・生涯学習課（ミュージアム都留との連携）

・都留市郷土研究会（歴史・文化講座、案内等の実施）

・産業課（観光PR、情報発信、ARコンテンツの実装）

・都留市観光協会（観光PR、情報発信）

・都留市観光振興公社（着地型イベントの実施）

【事業④】シビック・プライドの醸成～生涯学習・おもてなし教育～

郷土教育

■ 子どもたちへの郷土教育
■ 地元小中学生等の研究成果の発信
■ 市民が学ぶ・知る場の提供
■ 市民の当事者意識の醸成
■ 歴史研究・体験フィールドとして活用
■ 市民参加型管理
■ 市内小中学生のワークショップ
■ アクティブラーニングによる案内板作成

事業実施体制

・生涯学習課

・産業課

・都留市郷土研究会

・都留市観光振興公社

・南都留森林組合
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【事業⑤】つる観光戦略との融合～観光振興～

今後の取り組みの方向性

①登山道ルート整備

②登山道案内看板設置

③ AR案内素材の実装

④市民参加型お城山散策

⑤森林体験・自然型観光プログラム

事業実施体制

・産業課

・都留市観光協会

・都留市観光振興公社

・都留市郷土研究会

・南都留森林組合

新たな観光客の
獲得


